
プロティノスの
「数について」VI-6-(34)

1
1 いったい、多
は一からのアポ
スタシス（離脱）
であるのか

1�そしてアペイ
リアー（無限）は
数えられない多
でるがゆえに完
全な離脱であ
り、そしてこのゆ
えに無限は悪で
あるのか

2
1 では、い
わゆる<無
限という数>
のばあいは
どうなのか

2�しかしそ
もそもまず、
無限である
ならば、どう
してそれが
数でありえ
ようか

3
1�しかしそれに
しても、この無
限のものが無限
でありながら、
いったいどのよ
うにして成立し
たのか

4
1 だが数につい
て、直知される
（世界）ではそ
れら（数）はどん
なふうに存在す
るのかを考察し
なければならな
い

2�すなわち、
(a)他の諸形相
に後から生じる
という仕方でな
のか、それとも
(b)常にそれら
に随伴している
のか

5
1 では、そ
れの本性は
何であるの
か

1�それは、(a)
随伴物で、いわ
ば実有のそれ
ぞれにおいて観
照されるもので
あろうか

6
1 しかし、もし
一そのものと十
そのものが事物
（イデア）から独
立に存在し、そ
の後で直知され
る事物が（成立
して）

ーーそれら
（イデア）が
まさにそれ
であるところ
のものであ
るほかにー
ー

7
1 というのも、全般に諸
事物を一つの本性の内
にあるものとして、つま
りすべてのものを持ち、
いわば包み取っている
一つの本性として理解
しなければならないの
である

8
1 さてそこで、かのものは第一位に
生きものであり、そしてそれゆえに
アウトゾーオン（生きもの自体）であ
り、また英知であり、真に実有であ
るので、またわれわれの主張する
ところでは、かのものはあらゆる生
きものと一切の数と、正義それ自
体や美それ自体、その他この類い
のものをすべて持っているので

ーーというのも、
われわれの主
張では、人間自
体や数そのもの
や正義そのもの
は（個々のものと
は）ちがったふう
にあるのだから
ーー

9
1 それゆえ
残されてい
るのは、（次
を）考察する
ことである

10
1 だから、
すでに多の
内に立脚し
た有が、数
である

1�それは、多が呼び起こさ
れた時、そしてまだ諸有へ
のいわば準備と予備形成
の段階で、ヘナス（単一子）
たちが成立して、後にそれ
らの上に座を占めるであろ
うものたちのために場所を
そなえた時である

11
1 しかしもしもだれかが、
デカス（十）はそれだけの
（個数の）ヘナス（単一子）
にすぎないと主張するなら
ば、そしてそのばあいもし
彼が、一つの単一子だけが
存在すると認めるのであれ
ば、

一つの単一
子があるこ
とを承認し
ながら、十
個があるこ
はもはや認
めないのは
どうしてか

12
1 しかし、も
し一も単子
も存在しな
いのであっ
て

ーーなぜな
ら、一つの
何かでない
ようないか
なる一も存
在しないの
だからーー

1�いったい実有
が自己を分割
することによっ
て数を産み出し
たのか、それと
も数が実有を分
割したのか

4�なぜなら、一
つの単一子が
存在できるので
あれば、同様に
他のものもどう
して存在できな
いであろうか

5�なぜなら、そ
の一つの単一
子が諸有のど
れかとだけ結合
されているので
はいけないのだ
から

それらは、有るもののそれ
ぞれに相対した時の魂のパ
テーマ（感応）であると主張
するのであれば、第一に、
彼が<有るもの>と言うばあ
いにも、それが魂の印象で
あり、いかなる有るものも存
在しないと主張することを
何が妨げようか

2�またわれ
われも、多
である時に
は劣悪なの
であろうか

5�というのも、そ
れぞれのものが
多となるのは、
自己自身へ傾く
ことができず
に、注ぎ出て、
拡散しながら延
び広がる時にだ
からである

6�そして、この
注ぎ出ることに
おいて、もし一
方において一か
らすっかり引き
離されると、そ
れは多になる

7�それの或
る部分を別
の部分へ一
つに結び合
わせるもの
がないから
である

7�他方、もし何
か常に注ぎ出て
いたものがとど
まったばあいに
は、それは一つ
の大きいものと
なる

8�しかし大きい
ものにとって、ど
んな恐ろしいこ
とがあるという
のだ

9�仮にもし
それ（大きい
もの）がその
ことを意識
するならば、
あるだろう

9�なぜなら、自
分が自分自身
からは慣れてい
ること、遠方へ
隔たったことを
意識するだろう
から

10�というのは、
それぞれのもの
は、他者をでは
なく、自己を求
めているのだか
ら

11�そして、外
部へ向かっての
歩みは無益なも
の、あるいは強
いられたものな
のだから

12�そして、そ
れぞれのものが
より多くあるの
は、それが多
く、あるいは大き
くなる時ではな
く、自分自身に
属するものとな
る時である

13�そして、自
分自身に属する
ものとなるの
は、自分自身へ
傾いている者な
のである

14�他方、あのよう
な意味での大きい
ものへの希求は、真
に大きいものを知ら
ない者の、そして目
ざすべきところをで
はなく外部を求めて
いそしむ者の（いだ
く憧れ）である

16�そして、「自
分自身へ」と
は、「内面へ」と
いうことなので
ある

17�その証拠に、大きさによ
って生じたものは、もし一方
において、それが切り離さ
れてそれの各部分がそれ
ぞれ自己に属するようにな
るならば、これらのそれぞ
れは有るけれども、最初に
有ったもの自身はないこと
になる

19�またもし他
方、これ自身が
有るとすれば、
すべての部分は
一に向かってい
なければならな
い

20�したがって
これ自身は、大
きい時にではな
く何らかのふう
に一つである時
に有るわけだ

21�それゆえこのもの
は、なるほど大きさによ
って生じるのであるが、
大きさに依存するその
程度に応じて自己を失
ったものとなるのであ
り、他方、一を維持する
ものは、自己を維持す
るのである

23�だが、ま
ことにこの
世界は大き
くて、そして
美しい

24�いやそれ
は、それが無限
へ逃げ去るまま
に放置されず
に、一によって
包み取られたか
らだ

25�そして、
それが美し
いのは、大
きさによるの
ではなくて、
美しさによる
のだ

25�しかもそ
れは、大きく
なったがた
めに美しさ
を必要とし
たのだ

27�というのも、
もしそれが孤立
していたなら
ば、それは大き
いだけ、ちょうど
それけ醜いこと
が判明したであ
ろう

28�だから大き
いものそれ自体
は、装いをより
多く欠いており、
より醜いのであ
る

2�というのは、間隔
されうるものは無限
ではなく、したがっ
てまた、それらにあ
てがわれる数も無
限ではないし、また
数える者にしても、
無限を数え上げる
ことはできない

5�否、たとえ彼が二倍ある
いは数倍にしたとしても、そ
れらを限定しているのだし、
またたとえ彼が未来のも
の、もしくは過去のものを付
け足したとしても、あるいは
一緒に付け足したとして
も、これらを限定しているわ
けだ

6�それでは数は
絶対的に無限
であるのではな
くて、いつでも
考えることがで
きるという意味
で無限なのだろ
うか

9�いや（数を）産
み出すことが数
える人の思いの
ままになるわけ
ではない

9�数はすで
に定められ
ており、静
止している
のだ

10�いやむしろ、一
方において直知さ
れる世界では、諸
有が限定されてい
るように数も限定さ
れており、諸有があ
るだけの数がある
のだが、

他方においてわれわれは、
あたかも一人の人間を<美
しい>とか、その他のことを
幾つも彼に帰することによっ
て多なるものとするような
ふうに、それぞれのものの
映像と一緒に数の映像も産
み出すのであろう

13�そして、ちょうど
まち（市）をわれわ
れが実際はそうで
ないのに多となしう
るように、同じ仕方
で数をわれわれは
何倍にも増やしてい
るのであろう

16�同様に、われわ
れが時を数えるば
あいにも、われわれ
はもっている諸数を
時間に対して応用
するのであるが、か
の諸数そのものは、
われわれの内にとど
まっているのである

1 というのは、
成立し存在して
いるものはすで
に数によって捕
捉されているの
だから

2�いやその前
に、いったい真
に有るものたち
の内に多がある
とすれば、どうし
て多が悪である
のか

5�いや、多は統
一されていて、
完全な多である
ことを妨げられ
ているのだ

5�それは<
一なる多>
であるのだ
から

6�そして、多を
含むというまさ
にこの理由によ
って、それは一
者よりは弱小に
なっており、一
者に対比される
限りは、より劣
等なものである

7�そして、それはかのもの
の本性を維持しえずに、逸
脱して弱小なるものとなっ
たのであるが、しかしかの
ものから来てそれに臨んで
いる一によって尊厳（価値）
を得ており、多を一に回帰
せしめて、とどまったのであ
る

10�しかし
無限はいか
なるふうに
（存在する
のか）

10�というのは、それが有る
ものたちの内にある限りは、
それはすでに限定されてい
るのだし、またもし限定され
ていないのならば、それは
有るものたちの内にはなく
て、多分生成するものの内
にあるのだろうし、同様にま
た時間の内にあるのだろう

12�いやむしろ、
なるほどそれは
限定されている
としても、まさに
そのことによっ
て無限であるの
だ

12�なぜな
ら、限定され
るのはペラ
ス（限界）で
なくて、無
限なものな
のだから

13�というのも、
限界と無限なも
のの中間に何
か他の、ホロス
（境界）の本性
を受け入れるよ
うなものがある
わけではないか
ら

15�さてそこで、こ
の無限なものは、そ
れ自身としては限
界のイデア（相）を
逃れているけれど
も、（それによって）
外側から包み取ら
れたので、捕らえら
れているのだ

16�なお、逃
れるといっ
ても、或る
場所から別
の場所へで
はない

17�なぜな
ら、それは
場所をすら
もっていな
いのだから

17�否、そ
れが捕らえ
られた時
に、場所が
成立したの
である

19�だから、それのいわ
ゆる動きにしても、場所
的なものと考えるべき
ではないし、その他の
言われるところの何ら
かの動きがそれに、そ
れ自身によってそなわ
っているとみなすべきで
もない

21�したがっ
て、それは
動きもしな
いだろう

21�かといっ
て、静止し
ているので
もない

21�なぜな
ら、どこに

22�<どこ>
というものは
後で生じる
のだから

22�むしろ無限
そのものの動き
とは、とどまって
いないという意
味で言われてい
るように見える

23�では、それ
は、中空で同じ
場所にあると
か、それともぶ
らりぶらりと振動
しているというよ
うな状態にある
のか

25�いや決し
て。なぜなら、
そのどちらも同
じ場所にあると
いう点で、（誤り
と）判定される
だろう

25�中空で同じ
場所にとどまっ
て動揺しないも
のも動揺するも
のも

27�では、そ
れを人は何
ものとして
思い描けば
よいのか

27�思考上
で、形相を
引き離すこ
とによって
だ

28�で、人は
何を表象す
るのだろう
か

29�互いに
反対のもの
たちを同時
にまた互い
に反対でな
いものたち
をだ

29�というの
は、大きくて
小さいもの
を彼は表象
するだろうし

ーーなぜな
ら、それはこ
の両者にな
るのだから
ーー

また静止し
て動いてい
るものを（表
象するだろ
う）

31�なぜな
ら、それはこ
れらになる
のだから

31�ただし、
これらにな
る前には、も
ちろんそれ
は一定して
どちらかの
ものである
のではない

32�さもない
と、君はそ
れを限定し
てしまってい
るのだ

32�だから、それは
アペイロス（無限
定）のものであり、し
かも無限定な仕
方、不定な仕方で
そうであるとすれ
ば、それは両者いず
れのものとしても表
象されうるであろう

34�そして、君が近
づいても、何らかの
限界をまるで網の
ように投げかえkる
のでない限り、それ
はこっそり逃げ去っ
て、君はそれをいか
なる一つのものとし
ても見出さないであ
ろう

35�というの
も、君はす
でに（無限
定を）限定し
たわけであ
る

35�だが、もし君が
何らかのものにそれ
を一つのものと思っ
て近づくならば、そ
れは多として現れる
であろうし、また君
が（それを）多と呼
ぶならば、再び君は
誤るだろう

38�なぜな
ら、それぞ
れが一つで
ないのだか
ら、全部も
多ではない
わけだ

39�そしてそれ（無
限）のこの本性は、
それの表象される
姿が一方において
常に不定である限り
においては、動きで
あるが、表象が近
づく限りにおいては
静止である

41�また人がそれそのもの
をそれによって見ることが
できないということは、知性
から遠ざかる動きであり、
滑走であるが、他方それが
脱走できないで、外からま
わりをぐるりと閉じ込められ
ていて前方へ遠く進めない
と言うことは、静止であろう

43�したがっ
て、それが
単に動いて
いるだけだ
と言うことは
できないの
である

3�たとえば、(a)有
はそれ自身が第一
のものであるべき性
質のものだから、わ
れわれはまずこれ
を一として直知する
が、これの次に動き
と静止が来るので、
すでに三

6�同様にま
た、一つご
とに、その
他のそれぞ
れが（直知
される）

6�それとも
そうではなく
て、(b)それ
ぞれと一緒
に一が生ま
れたのか

7�あるいは
また、第一
のものの上
には一が、
またこれの
次のものに
は順位にし
たがって二
があるのか

8�あるい
は、それぞ
れに含まれ
る多に応じ
て、たとえ
ば（イデア
が）十のも
のを含むな
らば、十が
あるのか

10�いやそ
れともそうで
はなくて、数
はそれ自身
で独立にあ
るものとして
直知される
のであるか

10�だが、この
ばあいには、(c)
数はその他のも
の（イデア）より
も先に生じたの
か、それとも(d)
後でなのか

13�さてプラトンは、人
間たちが数の観念に到
達したのは昼と夜との
相違によってであると
述べ、この観念を事物
の差異に帰しているの
だが、あるいは彼の言
わんとするところは次の
ようなことであろう

15�すなわ
ち、数えられ
るものが先
にあって、こ
れらが差異
によって数
を作り出す

15�数は、
異なる事物
を次々にた
どって行く
魂の歩みに
おいて成立
し、魂が数
える時に初
めて生じる

16�つまり、魂が
それらを順々に
経て行きなが
ら、これは或る
もので、これは
別のものだと自
分だけで語る時
にである

19�なぜなら、こ
のものの次に別
のものを考える
のではなくて、
同じものを魂が
考える限りは、
魂は「一つ」と言
うだけなのであ
るから

21�けれども他方で、彼
（プラトン）が「真実の数
の内に」と言って（『国
家』VII 529d）、数は実
有の内にあると説く時に
は、今度は逆に、数の
それ自身による何らか
の存在を主張してい
る、

つまり数は数える魂の
内に成立するのではな
くて、感覚対象に見られ
る相違から魂が数の観
念を自分の内で呼び起
こすわけなのだ、と彼は
言おうとしているのかも
知れない

1�それは、(a)
随伴物で、いわ
ば実有のそれ
ぞれにおいて観
照されるもので
あろうか

3�たとえば人間は
また一個の人下で
もあり、有るものは
一つの有るものでも
あり、そして直知さ
れるそれぞれのも
ののすべてはすべ
ての数でもあるの
か

5�しかしどう
して二や三
が（成立す
るのか）

5�どうしてすべ
ての一つ一つ
が、そしてまた
そのような意味
での数が、一つ
のものとして統
合されうるのだ
ろうか

6�というのは、その
ような仕方だと、な
るほど単子の群は
存在するだろうが、
いかなる数も単純
な一だけは別とし
て、一つのものに統
合されえないだろう
から

8�ただし、
だれかがこ
う主張する
のであれば
話は別であ
ろう

9�「二とは次の事
物、つまりいわば複
合物のように、一つ
に結合されている二
つの力をもつ事物
である。いやむし
ろ、このような事物
において観照される
ものである」と

10�あるい
はまた、ピタ
ゴラス派が
主張したよ
うな数を

11�彼らは
類比によっ
て数を説明
したように
見えるのだ
が

11�たとえ
ば四を正義
として、また
別の数を別
の仕方で
（説明した）

12�しかし、このよう
な考え方は、むし
ろ、もともと一つで
ある物の多なる面
に、（一つである）に
もかかわらず或る数
をーーつまりその数
だけの一をーーたと
えば十を括りつける
ことになるだろう

14�けれど
も、われわ
れはそういう
意味で<十
のもの>と
言いはしな
い

15�むしろ
離散してい
るものをも
統合しなが
ら、<十のも
の>と言うの
である

16�いや、<デカ（十
のもの）>とわれわ
れが言うのはそうい
うばあいだが、多数
のものから一つのも
のが成り立つばあい
には、デカス（十）
（十性）とわれわれ
は言う

17�だから、
かの所（直
知界）でも
そうである
にちがいな
い

18�しかしも
しそうであ
れば、果た
してそれで
もなお、数
の存在が可
能だろうか

18�それは
事物におい
て観照され
るだけであ
るのに

20�しかしーーとだ
れかが答えるだろう
ーー白色にしても事
物において観察さ
れるわけだが、白色
の存在が事物の内
にあることを何が妨
げようか

21�なぜなら、動き
（のイデア）にしても
有るものにおいて観
察されるのだが、動
きの存在は常にあっ
たのだ

22�動きは
有るものの
内にあるの
だから

24�しかし動き
は何かであるの
で、だからこそ
それにおいて一
が観られたわけ
だ

24�他方、
数は動きと
同じように
は言われて
いない

25�しかもまた、
このような意味
での存在は、数
を実有であるこ
とから遠ざけ、
それをむしろ付
帯的なものとす
るだろう

26�いやそれど
ころか、そもそ
も付帯的なもの
とすらも、するに
至らないのであ
る

27�なぜな
ら、付帯的
なものは、
付帯する以
前に何かで
あらねばな
らない

27�そして、たとえ
それが（基体から）
不可分のものでは
あっても、それはそ
れ自身で何かであ
り、たとえば白さの
ように、何らかの本
性でなければなら
ないし、

それが他者に
述語されるため
には、述語され
るであろうもの
としてすでにあ
るのでなければ
ならないからで
ある

30�したがって、もしそれぞれのものの
もとに一があり、<人間>は<一人の人
間>と同じではなく、<一>は<人間>と
は異なるのであり、そして<一>は（人
間以外の）その他のもののそれぞれの
上にも共通に臨んでいるのだとすれ
ば、<一>は<人間>やその他のものの
それぞれよりも先のものであろうだろう

32�これは、人
間もその他のも
ののそれぞれも
それぞれが一
つのものである
ことを得るため
なのである

34�それゆ
え一はまた
動きよりも
先のもので
ある

35�もし動き
も一つのも
のであると
すればであ
る

35�また一
は有るもの
よりも先のも
のである

36�これは、
これ自身も
一つのもの
であることを
得るためな
のである

36�ただし、私は今
有るもののかなた
にあるとわれわれが
言う、かの一者を意
味しているのではな
くて、形相のそれぞ
れに述語される、ま
さにこの一のことを
言っているのである

39�だから
十にしても、
十がそれに
述語される
ものよりも先
にあるのだ

40�そして、
これこそが
アウトデカス
（十そのも
の）である

40�というの
も、それにお
いて十が観
られるところ
の事物は、
むろん十そ
のものでは
ないだろう
から

42�それで
は、(b)この
一は、有る
ものたちと
一緒に生ま
れ、ともに存
在し始めた
のであろう
か

42�いやしかし、
もし一方この一
が（有るものに）
付帯するものと
して、一緒に産
み出されたので
あれば

ーーたとえ
ば人間に健
康が（付帯
する）ように
ーー

健康はそれ
自体として
も存在して
いなければ
ならない

44�他方、もしこの
一が複合物の一要
素として存在するの
であれば、それは他
者と一緒になるた
めには、それ以前に
一そのものであらね
ばならない

45�その後
でこの一そ
のものが他
者と

ーー後者は
前者によっ
て一つのも
のとなるの
だがーー

混合して、
それを擬似
的に一つの
ものとする
のである

46�というの
もそれを二
つのもの（た
とえば一と
人間）とする
のであるか
ら

48�しかし
十に関して
はどうか

48�かのも
のにどうして
十が必要な
のか

48�かのも
のは、それ
ほどの力を
もっている
のだから、
それ自身で
十であるだ
ろうに

49�いやしかし、十はか
のものをいわば素材と
して、これに形相を付
与するのであれば、そ
して十の臨在によって、
十のものと十とが存在
するのであれば、十は
それ以前にそれ自体で
存在しなけrばならない

51�単に十
であり、それ
以外のもの
ではあるこ
となしに

その或るものたちは
一であり、他のもの
たちは二や三であ
るのだとすると、い
ったいそれらの本性
は何であり、どのよ
うにして成立したの
だろうか

5�ただし、それ
らの<生成>は、
言論（思考）上
で行なわれるの
だと理解せねば
ならないのだが

7�ではまず
第一に、一
般的に形相
のあり方を、
次のように
把握しなけ
ればならな
い

7�すなわち、それ（イデ
ア）が存在するのは、そ
れぞれをノイエン（思
念）した者が、最初に思
念して、それから、まさ
にこの思念する働きに
よってそれらを成立せし
めるという仕方によるの
ではない

9�なぜなら、正義と
は何であるかを彼
が思念したから正
義が生じたのでは
ないし、動きとは何
であるかを思念した
から動きが成立した
わけでもないのだ
から

11�なぜなら、
もしそうである
と、この思念
は、一方では思
念された事物そ
のものよりも後
のものであるだ
ろう

ーー正義そ
のものより
も、それを
思念する働
きのほうが
ーー

が、他方で
は逆に、思
念は、思念
から成立し
た事物より
も先のもの
であるだろ
うから

13�この事
物が思念し
たことによっ
て成立した
とするなら
ば

15�また、もし正義
はこのような思念と
同一物であるという
のであれば、第一
に、正義がそれのい
わばホリスモス（定
義）以外の何もので
もないということは、
おかしい

16�というのも、正
義を、あるいは動き
を思念したというこ
とは、それらの<何
であるか>をとらえ
て思念したこと以外
の何であろうか

18�そしてこれ
はまた、存在し
ていない事物の
概念をとらえる
ということと同じ
である。だが、
これは不可能で
ある

20�しかし、もしだ
れかが素材をもた
ないものに関して
は、知識は事物と同
一のものであると言
うのであれば、この
ことばは次のように
理解されねばなら
ない

21�すなわち、これ
は、知識が事物で
あるとも、事物を観
照するロゴス（思
考）がその事物のも
のであるとも言って
いるのではなくて、
反対に、その事物
のほうが

ーーこれは
素材をもた
ないのでー
ー

思念されるものであ
るとともに思念でも
あると、しかもの思
念は事物のロゴス
（概念）ではないし、
事物へエピボレー
（思いを向けること）
でもなくて、この事
物自身が

ーーこれは
思念し思念
される領域
にあるので
ーー

ヌース（英
知）と知識
以外の何も
のでもない
と言ってい
るのである

27�なぜなら、
その知識はそれ
自身に向けられ
ているのではな
くて、かの所で
は事物が知識
を別種の知識

ーー素材の
内にある事
物の知識と
もはや同じ
ようなもの
ではない知
識ーー

とする、つま
り真実の知
識と化せし
めるのであ
る

30�そしてこ
れは、事物
の映像では
なくて、事
物そのもの
なのである

31�だから、動きの思念が
アウトキーネーシス（動きそ
のもの）を作り出したのでは
なくて、動きそのものがこ
の思念を作り出したのであ
り、したがって、それ自身が
それ自身を動きとして、か
つまた思念として作り出し
たのである

33�なぜなら、
かの所での動き
は、そのものの
思念でもある
し、また動きそ
のものでもある
のだ

34�それは
第一の動き
でもあるの
だから

35�なぜな
ら、それの
前にはもは
や別の動き
は存在しな
いのだから

35�またそ
れはオント
ース（真実）
に動きであ
る

36�なぜなら、
それは他者に付
帯しているので
はなくて、現実
的に有りながら
動く者の現実の
活動なのだから

37�したがっ
て、それは
またウーシ
アー（実有）
でもあるわ
けだ

37�しかし
有るものの
エピノイア
（観念）は、
（動きの観
念とは）別の
ものである

39�だから、正義にしても、正
義の思念ではなくて、英知のい
わば或る状態、いやむしろ或る
活動であり、それの容貌は本当
に美しくて、それこそ「夕星も朝
星もかほどには美しからず」、ま
たその他の感覚されうる何もの
も（これほどには美しくない）

41�それはいわば直
知する一種の神像
で、いわばそれ自身
によって立ってお
り、それ自身の内に
現れ出ている、いや
むしろ、それ自身の
内に有るのだ

3�ただし、感覚的領域
において、太陽は或る
場所に、他のものは他
の場所にと、それぞれ
がm別別にあるような
ふうにではなくて、すべ
てのものが一つのもの
の内で、一緒にあるの
だ

4�なぜな
ら、それが
ヌース（英
知）の本性
なのだから

5�というの
は、魂にし
ても真似て
そうしている
のだし、い
わゆる自然
も

ーーそれに
したがって、
またそれ北
よって、それ
ぞれの者が
産み出され
る自然もー

そうであ
る

6�その際、
別のものは
別の場所に
産み出され
るが、自然
自身は自己
のもとで一
緒に存在す
る

8�しかし、す
べてのもの
が一緒にあ
るのではあ
るが、しかも
またそれぞ
れが分かれ
ているので
ある

9�そして、英知と実
有との内にあるそれ
らのものを英知は
（自己の）内に見る
のだが、しかし眺め
ることによって見る
のではなくて、持つ
ことによってなので
ある

10�また、そ
れぞれのも
のを分離す
ることによっ
てでもない

11�なぜな
ら、それらは
すでにかの
もの（英知）
の内で常に
分かれてい
るのだから

12�しかし、疑
念をもつ人たち
に対しては、わ
れわれは（英知
に）与っているも
のを引き合いに
出して、立証す
るだろう

13�すなわち、
それの偉大さと
美しさを魂のそ
れに対する愛に
よって、またそ
の他のものたち
が魂に対して

ーーそのよ
うな本性の
ゆえに、また
その他のも
のたちも或
る点で似通
った本性を
もっているた
めにー

いだく愛
によって

15�というのも、或る生
きものが美しいのに、生
きもの自体が驚嘆すべ
きほどに、また言い表す
術もないほどに美しくな
いとすれば、実際にお
かしなことでもあるだろ
うから

16�だから完全
無欠な生きもの
（直知界）は、す
べての生きもの
から成り立って
いるのだ

17�いやむしろ、
それは自己の
内にすべての生
きものを包含し
ていて、すべて
の生きものを合
わせただけの数
量をもつ一つの
ものなのである

18�ちょうどまた
この世界も、可
視的なすべて
のものを包括し
ているので、一
つのものである
とともに、可視
的なものの全体
であるように

これらのおのおのが
どういうふうにある
のか、何であるのか
を、この種のものに
ついて何ごとかを発
見することが可能で
ある限りで考察しな
ければならない

8�そこでま
ず第一にす
べての感覚
を放棄し
て、英知を
英知によっ
て考察しな
ければなら
ない

9�すなわち、われわれ
自身の内部において
も、生命と英知は嵩の
あるものの内にではな
く、嵩のない力の内にあ
るのだということを、そ
して真実の実有はこれ
らを超脱していて、それ
自身の上に立脚する力
であり、

何か無気力な代物では
なくて、あらゆるものの
うちで最も生命にあふ
れ、最も英知に満ちて
いて、これ以上に生命
的なものも英知的なも
のも実有的なものもな
いのだということを、

そしてこれに触れた
ものは、近くのもの
はより近くから、遠く
のものはより遠くか
ら得るというふうに、
触れたその程度に
応じて、それらを得
るのだということを

15�だから、<有る>こと
が望ましいものである
ならば、最高に有るもの
はもっと望ましいし、最
高度の英知もそうであ
ろう、もし一般に<直知
する>ことが望ましいも
のであるとすれば

16�そして
生命に関し
ても同様で
ある

17�さて、オ
ン（有るも
の）を

ーーこれこ
そ第一のも
のであるの
でーー

第一に、次にヌース
（英知）を、次にゾー
オン（生きもの）を置
かねばならないとす
れば［というのも、こ
れだけですでにす
べてのものを包ん
でいるように思える
のだが］、

そして英知は第二
位のものであるとす
れば[なぜなら、そ
れは実有の活動で
あるから］、とすると
数は生きものの段
階で存在するので
もないし、

［なぜなら、生き
ものの前にすで
に一も二もあっ
たのだから］英
知の段階で存
在するのでもな
いだろう

22�なぜなら、
英知の前にすで
に実有が、一で
ありながらまた
多でもあったの
だから

3�換言すれば、
実有と動きと静
止と同と異の側
が数を産み出し
たのか、それと
も数がこれらを
産み出したの
か、いずれであ
ろうか

5�さて、この
考察の出発
点は（次の
問題であ
る）

5�いったい
数がそれ自
身だけで存
在すること
が可能であ
るのか

6�それとも
二は二つの
事物の上に
観られねば
ならないし、
三にしても
同様である
のか

7�そしてま
た、数の内
にある一に
しても（そう
であるのか）

7�というのは、もし
それが、数えられる
ものを離れて、それ
自身だけで存在しう
るのであれば、それ
はオンタ（諸有）の
前に存在しうるはず
であろうから

数、すなわ
ち数学が
われわれと
無関係に
存在する
のか（オン
以前に）と
いう問題で
ある

9�ではオン
（有）の前に
さえもか

10�いや、こ
れ（有）は数
よりも前にあ
ると、さしあ
たっては認
めなければ
ならない

10�そして、
数は有から
生じたのだ
と承認され
ねばならな
い

12�しかし、有は一
つであることによっ
て存在し、二つのオ
ンタ（有ども）は二つ
であることによって
存在するとすれば、
一は有に、また数は
諸有に先行すること
になるだろう

13�だが、それ
はいったい思考
し直観する上で
だけなのか、そ
れとも存在の上
でもなのか

15�これは
次のように
考察される
べきである

15�だれかが一人
の人間を、あるいは
一つの美しいものを
思うばあいには、彼
はどちらのばあいに
も<一つ>を多分後
から思うのであろう

17�特にま
た、彼が馬
と犬とを思う
ばあいに
は、明らか
に<二つ>を
後から思う
のである

19�しかし、もしも彼が人間を
産み出すとか、馬と犬を産み出
すのであれば、あるいは自分の
内に存在するそれらを外へ持ち
出すのだとすれば、しかも産み
出すにせよ持ち出すにせよ、気
まぐれにそうするのではないと
すれば、彼はこう言わないだろ
うか

21�「私はまず一つのも
のへ向かい、その後で
もう一つのものへ向か
わねばならない。そし
て、二つのものを作り出
さねばならない。そして
さらに私は私自身の力
で別のものを作り出さ
ねばならない」

22�そのように
諸有もまた、生
じた時に初めて
数えられたので
はなくて、どれ
だけ生じねばな
らないかが明ら
かだったのであ
る

23�したがっ
て、数の全
体が諸有よ
りも前にあっ
たわけだ

24�しかし、
諸有の前に
あったので
あれば、数
は諸有では
なかったわ
けだ

25�いや、数
はオン（有）
の内にあっ
たのだ、た
だし有の数
としてでは
なしに

25�なぜな
ら、有はま
だ一つのも
のであった
のだから

26�けれども
数の力が成
立して、有
を分割し、
それ（有）に
多をいわば
分娩させた
のである

27�というの
は、それ
（有）の本質
か活動が数
であるだろ
うから

29�かくして
生きもの自
体と英知は
数なのであ
る

30�では、有は統一
された数であり、諸
有は展開された数
であり、そして英知
はそれ自身の内で
動く数であり、また
かの生きものは包
む数であるのか

31�というのも、
有は一から生じ
たのだから、か
のものが一であ
ったことに対応
して、有は数で
なければならな
いから

34�だからこ
そ人びと
は、形相を
ヘナス（単
子）とも数と
も呼んだの
である

35�そして、
これはウー
シオーデー
ス（実有的
な）数である

35�これとは
別種の、い
わゆるモナ
デイコス（単
子的）な数
は、これらの
映像である

36�そして実有的な数
は、一方では諸形相に
おいて観照され、協力
して諸形相を産み出す
数であるが、他方第一
位的には、それは有の
内にあり、有とともにあ
り、諸有よりも先にある
数である

39�そして、
諸有はそれ
において基
礎と本源と
根源と始原
をもつので
ある

40�というのも、
有に対してはあ
の一が始原で
あって、それ
（有）はこれに基
づいてこそ有で
ある

40�さもなけ
れば、それ
は散逸して
しまうであろ
う

41�しかし、
あの一は有
に基づいて
はいない

41�なぜなら、そう
でなければ有はあ
の一にありつく前に
すでに一であるだろ
うし、また十にありつ
くものが、十にあり
つく以前に十である
ことになるだろうか

5�というの
は、今でも、
人は「しかじ
かの多さの
黄金を、あ
るいは家を
私はほしい」
などと言う

6 そして黄金は
一つのものであ
るが、彼が欲す
るのは数を黄金
にすることでは
なくて、黄金を
数にすることで
ある

8�彼はすでに数
をもっていて、
それを黄金にか
ぶせることを、
そしてその結果
黄金がそれだ
けの量のものと
なることを求め
ているのである

10�これに
反して、もし
も諸有が数
より先に生
じて、数は

ーー数える
本性が数え
られる対象
がいくつか
ある、それ
だけ動かさ
れる（数え
る）ことによ
って

これらにおいて観照
されるのであれば、
諸有はたまたまこれ
だけあるのであり、
企画にしたがって現
にあるだけのものが
あるのではないこと
になるだろう

14�だから、もし
諸有が偶然にこ
れだけあるので
はないとすれ
ば、先に存在し
ていた数が<こ
れだけ>の原因
である

15�つまり、数があらか
じめ存在していて、生じ
るものたちは<これだけ
>にあずかったのであ
り、さらにそれらのそれ
ぞれは一つのものであ
らねばならぬので、各
自が一にあずかったの
である

17�そして、
このそれぞ
れは有によ
って有るも
のであり

ーーというの
は、有もそ
れ自身によ
って有るも
のであるの
だからーー

また一
によって
一つの
もので
ある

一と複数の違いも
数の始まりである
とみる。

数のはじまりは数
えることではない
のか？

18�そして、そ
れぞれが一つ
のものであると
いうのは、それ
ぞれに臨む一
が同時に多の
集合であるとい
うふうにである

20�つまり一つ
の単子のような
ふうに一である
のではなくて、
一万とかその他
の任意の数が
一つであるふう
にである

19�たとえば三
が一つ（の数）
であり、すべて
の有るものが
（全体で）一つ
であるふうにで
ある

21�というのは、或る物がすでに一
万に達したと言う人にしても、彼が
数えながら一万と言うばあいには、
物の色を言うばあいとはちがって、
物がそれ自身から一万のものと呼
ぶように指示するのでそう呼ぶの
ではなくて、ディアノテイア（理性）
がそれだけあると告げるからなの
である

22�なぜなら、
理性が告げな
いならば、彼は
物の多さがどれ
だけあるか知ら
ないであろうか
ら

23�では、彼
はどのように
して（数を）
言うのだろう
か

24�数え
る術を
知ってい
ることに
よってで
ある

24�つま
り、数を
知ってい
るなら
ば、とい
うことだ

24�そして、
数が存在す
る以上は、
彼はそれを
知りうるであ
ろう

25�かの本性が
このような多が
幾つあるかを知
らないということ
は、おかしなこ
と、いやむしろ
不可能なことで
さえある

27�だから、あたか
ももしだれかが「善
いもの」と言うばあ
いには、彼は、それ
自身においてその
ようなもののことを
言っているのか、そ
れとも善をそれらに

ーーそれら
に付帯する
ものとして
ーー

述語しているのか、
どちらかであるよう
に、そして彼がもし
第一の善のことを
言っているのであれ
ば、すでに第一位の
者のことを言ってい
るのだし、

またもし善が付
帯したもののこ
とを言っている
のであれば、他
のものに付帯す
るためには善の
本性が存在して
いなければなら
ない

ーーなぜなら他者の内
にも善を作り出した原
因は存在していなけれ
ばならないから。それが
善自体であろうと、ある
いは自己固有の本性の
内に善を産み出したも
のであろうとーー

ように、まさ
にそのよう
に、諸有に
関してその
数を

ーーたと
えば十
をーー

言う人は、
それ自身で
存在する十
を言ってい
るのか、

それとも十がそれに付
帯するところのものを言
うことによって、独立に
存在する十そのもの、
十以外の何ものでもな
いものを認めることを余
儀なくされているのか、
どちらかなのである

48�それゆえ、
彼がもし諸有は
十あると言うの
であれば、諸有
自身が十そのも
のであるか、

それともそれら
の前に別の十
が、まさにそれ
そのもの以外の
何ものでもない
十が存在するの
か、どちらかで
ある

39�それゆ
え、一般に
注ぎのこと
が容認され
ねばならな
い

40�およそ他者に述語
されるものはすべて、別
のものからこのもの（他
者）の内へやって来た
のであるか、それともこ
のものの活動である
か、いずれかであるとい
うことが

すべてが有から始
まっているので、数
が、有であるの
か、あるいは別の
もの活動であるの
か、のどちらかに
区分せざるを得な
い

42�そして、それがもしある時
には（この他者に）伴い、ある時
には伴わないというのではなく
て、いつでもこのもの（他者）と
一緒であるとすれば、しかもこ
のものが実有であるとするなら
ば、それ自身も実有なのであ
り、これはそれ以上に実有であ
るのではない

44�また、もし人が
実有であることを認
めないとしても、と
にかくそれは諸有に
属するのであり、一
つの有るものなの
である

46�そして、もし一
方かの物がその活
動抜きで表象されう
るとしても、この活
動はかの物と一緒
にあるのであり、た
だわれわれによって
思考上でのみ後の
ものとして配置され
るにすぎない

47�他方、も
しかの物が
それ（活動）
なしには表
象されえな
いとするなら
ば

ーーあたか
も<人間>が
<一>なしに
は（表象さ
れえないよ
うに）ーー

それはかの物より後の
ものではなくて、共存し
ているものか、それとも
それのほうがかの物よ
りも先のものであって、
後者は前者によって存
在するのか、どちらかで
あろう

50�かくして
われわれ
は、一と数
が（それぞ
れ有と諸有
よりも）先で
あると主張
するのであ
る

6�なぜなら、そ
れであればその
他の種有のそ
れぞれはもはや
一つのものでは
ありえないだろ
うから

7�だが、その他
の諸有のそれ
ぞれも一つであ
らねばならない
とすれば、一は
共通のものであ
る

8�つまり多
数のものに
述語される
一つの本性
である

8�そしてこれは、わ
れわれが言ったよう
に、多くのものの内
に観照される以前
にも、それ自身だけ
で存在していなけ
ればならない

9�しかし、もし単一子がこ
れの内にあり、さらにまた別
のものの内にも観られるの
であれば、そしてもし一方、
この単一子も存在している
のであれば、一つの単一子
だけが存在するのではない
ことになり、したがって多数
の単子があることになるだ
ろう

13�そこで、これ
らが不可能事だ
とすれば、単な
る一以外の何も
のでもない一が
あることが必然
である

19�このものは、そ
の本質において隔
離されたもので、そ
れぞれのものが一
つのものとして思考
されたり言われたり
する以前に、すでに
存在するのである

20�だから、一つと
言われる事物から
独立して一がかの
所に存在するので
あれば、別の一がど
うして（かの所（直
知界）に）存在しな
いだろうか

22�だから、そ
れぞれのもの
は、各自が多く
の単子であり、
そしてこれはま
た一つの多でも
ある

23�しかし、もしかの本性が
次々にいわば産み出すので
あれば、いやむしろ産み出
しつつあったのであれば、
つまり自分が産み出したも
ののどれか一つの所に立ち
止まらないで、いわば連続
的な多くの一を作り出して
いたのであれば、

もし一方それがそ
の進出において早
めに或る限界内に
踏みとどまるばあい
には、小さい数を産
み出すだろうが、他
方もし遠方へ運動
するならば

ーーただし
他者の上で
動くのでな
くて、それら
の運動自体
の内で動く
わけだがー
ー

より大きい
数を成立せ
しめるだろう

28�そして、この
ような仕方でか
の本性は、数の
それぞれに多の
それぞれ、有る
もののそれぞれ
を適応せしめる
であろう

30�というのは、それぞれの
事物が数のそれぞれに適
応せしめられていないなら
ば、それらは存在しえない
か、それとも数を欠き、条
理を欠いたために逸脱して
別のものになるだろうという
ことを、かの本性は知って
いるからである

5�そして、もし彼がこれ
は（魂を）刺激したり打
ったりして、有るものの
表象を（魂に）作り出す
のだと主張するのであ
れば、一に関しても、魂
が刺激されて表象を得
ているのをわれわれは
現に見ているのである

9�第二に、魂のこの
パテーマ（印象）あ
るいはノエーマ（観
念）なるものにして
も、われわれはそれ
を一つのものとして
見ているのか、それ
とも多としてなのか

10�しかし「一で
ない」とわれわ
れが言うばあい
には、われわれ
は事物そのもの
から一を受け取
るのではない

11�なぜな
ら、それの
内には一は
ない、とわ
れわれは言
っているの
だから

11�とする
と、われわ
れは一をも
っているの
だ

12�つまり魂
の内に一が
<一つの何
か>であるこ
となしにある
わけだ

13�「いや、われわれが
一を保有するのは、ちょ
うど事物から観念を得
るように、外部から一種
のノエーシス（想念）と
一種のテュポス（型）を
得ることによってであ
る」

14�というのは、数
と一との種族を彼ら
のいわゆるエンノエ
ーマ（観念）の一種
とみなす人びとは、
そのような意味で
の存在を認めること
になるだろうから

16�ただし、
そもそもそ
のようなも
のの何かが
存在しうると
しての話だ
が

17�しかしこ
の点につい
ては彼らに
対して適切
な時期に反
論されるで
あろう

18�ともあれ、彼らがそのよ
うな印象あるいは観念が事
物から発して、いわば後か
ら、われわれの内に生じた
のだと主張するのであれ
ば、たとえば<これ>や<テ
イ（何か）>や、そのうえまた
<群集>や<祭>や<軍隊>
や<多>までが

ーーというのは、あたか
も多くのものと呼ばれる
事物のほかに<多>とい
うものは何もないのだ
し、寄り集まって神事を
祝っている人びととのほ
かに<祭>というものは
ないように、

同様に<一>にして
も、われわれが一と
言う時に、それをそ
の他のものから分
離独立した純然た
る何かとしてわれわ
れが思念している
わけではない。

そして、この種
のものは他にも
たくさんあるの
であって、たと
えば<右>でも<
上>でも、またこ
れらと反対のも
のでも（同様で
ある）

なぜなら、右という
のは、客観的存在
ということに関する
限り、ある者がここ
に、別の者があそこ
に立って、あるいは
坐っているというこ
と以外の何でありえ
ようか。

無論また、<上>にしても同
様であって、或るものがし
かじかの位置を占め、世界
内の、われわれが上方と呼
ぶ部分により多く入ってお
り、他方のものがいわゆる
下方へ位置しているという
ことにほかならないーー

以上のような主
張に対しては、
まず第一にこう
答えねばならな
い

30�今挙げ
られたもの
のそれぞれ
にも、何らか
の存在があ
るのだ

31�ただし、そ
れら相互の間で
も、またそれら
すべてと一との
間でも、すべて
のばあいに同じ
意味での存在
があるというわ
けではない、と

32�けれども
彼らの主張
の一つ一つ
に対して個
別に検討を
加えねばな
らない
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1 さてそこ
でまず、<一
>の思念が
（一つの）対
象から生じ
るという主
張であるが

ーーそのばあ
い、対象とは感
覚でとらえられ
た人間なり、そ
の他の何らかの
動物なりであ
り、あるいはまた
石でもよいのだ
がーー

3�これがど
うして筋の
通った主張
でありえよう
か

4�というのは、
（感覚に）現れる
もの、人間と一
とは、それぞれ
別のものであ
り、決して同じも
のではないのだ
から

5�なぜな
ら、理性が
人間でない
ものにも一
を述語する
はずはない
であろうから

7�さらに、あたかも<右>その他
その類いのものに関しても、理
性は何もないのに動かされるの
ではなくて、異なる市を現に見
て、「ここ」と言うのであるよう
に、同様にこのばあい（一のば
あい）にも、理性は何かを見て
「一」というのである

8�なぜなら、それは虚
しい印象ではないし、理
性が無に一を述語して
いるわけではないのだ
から（理性が無に一とい
う存在をキャストしてい
るわけではないのだか
ら）

10�というのは、
或るものだけが
あって他のもの
はないという理
由で（理性がそ
のものを一つと
言うので）はな
いのだから

11�なぜなら、
「他のものはな
い」と言うことに
おいて、すでに
「他には一つも
ない」と言ってい
るわけだから

12�それに
また、<他>
と<別>とは
（一よりも）
もっと後のも
のである

12�なぜなら、理性は一
に依拠しない限り、「ア
ロ（他の）」とも「ヘテロ
ン（別の）」とも言いはし
ないだろうし、また「モノ
ン（だけ）」と言うばあい
にも、「一つだけ」という
意味なのだから

14�したがっ
て理性は、
「だけ」より
先に「一」と
言うわけで
ある

15�さらに、言うもの（理性）
は、他者について「一」と言
う以前に、それ自身が一つ
のものであるし、また言うも
のがそれについて語るもの
（他者）も、言うものがそれ
について何かを言ったり思
ったりする以前に、すでに一
つのものである

17�なぜなら、
それは一つのも
のであるか、そ
れとも一つより
多い、多くのも
のであるのだか
ら

18�そして、
多くのもの
があるなら
ば、それに
先立って一
が存在して
いることが
必然である

18�というの
は、言うもの
が「多」と言
う時でも、
「一より多い
もの」を意味
しているの
である

19�またそれは、軍
隊をば「武装して、
一つのものとなるよ
うに配列された多数
の人」として考え、
多であるもの（軍
隊）を多であるまま
に放ってはおかない
のである

21�つまり、理性は
このばあいにも、多
がもっていない一を
多に付与することに
よって、（多が単に
多でないことを）明
らかにするのである

22�いやむしろ、
理性は秩序に
含まれる一を眼
光鋭く看取し
て、多の本性を
一へ収束したの
である

24�というのも、この
ばあいでさえ一が
虚妄のものでないこ
とは、家のばあい
に、多数の石から成
り立つ一つのものが
虚妄でないのと同
様なのである

25�ただし
家のばあい
の一のほう
がより多く
（一であるの
だが）

27�だから、連続的
なもののばあいに一
はより多くあり、不
可分なものにおいて
はもっと多くあると
するならば、明らか
に、一は何らかの本
性であり、存在して
いるものである

28�なぜなら、存在しな
いものの内には<より多
い>はありえないのであ
って、あたかも実有をわ
れわれが感覚されうる
もののそれぞれにも述
語するし、また直知され
うるにも述語するが、

しかしより本来的に
は、直知されうるも
のにそれを述語す
るのであって、かく
して<より多い>と<
より本来的>とを有
るものの領域にわ
れわれは置き、

また<有るも
の>を他の
諸類により
も実体の内
に

ーー感覚さ
れる実体の
内にすらー
ー

より多く置くように、そのよ
うに一もまた、感覚されるも
のの間においてすらすで
に、より多いという点で異な
っているが、直知されるもの
の間においてもまた、より多
く、より本来的に存在してい
るのをわれわれは見るので
ある

36�ただし、
これらすべ
てのばあい
に、一は一
に帰着せし
められねば
ならないの
である

38�しかし、実有と<
有る>とは直知され
るものであって感覚
されるものではない
［感覚されうるもの
はこれらにあずかっ
ているけれども］よう
に、

同様に一も感覚さ
れるものにおいて分
有された姿で観察
されうるけれども、
理性はそれ（一）を
直知されるものとし
て、直知的に把握
するのである

40�したがって、
理性は、或るも
のによって他の
ものを、つまり
理性が見ないも
のを直知するわ
けである

41�とする
と、理性は
（それを）あ
らかじめ知
っていたの
である

42�しかしこれ
（一）が或るもの
であることを理
性があらかじめ
知っていたので
あれば、これは
或る有にほかな
らない

有るで
はない
か？

42�また、理性
が「テイ（或るも
の（単数形））」と
言うばあいに、
やはり「一つ」と
言ってもいるの
である

42�ちょうどまた「テイネ
（或るもの（双数形））」
と言うばあいには「二
つ」と言っているのだ
し、「或る者たち（複数
形）」と言うばあいには、
「多くの者たち」と言っ
ているのであるように

44�さてそこで、一や二や
何らかの数なしには、何か
を考えることすらできないと
すれば、それがなければ何
かを考えたり言ったりするこ
とができない、そのようなも
のが存在しないということ
が、どうしてありえようか

46�なぜなら、それ
なしには君がおよそ
何ものをも考えたり
言ったりすることが
できないものを、存
在しないと主張する
ことは不可能である
から

47�否、すべての思
考あるいは言表が
生起するために、あ
らゆるばあいに必要
であるものは、言表
以前、思考以前に
存在していなけれ
ばならない

48�なぜな
ら、それでこ
そ初めてそ
れはこれら
の生起のた
めに用いら
れうるだろう
から

50�また、そ
れが各実有
の存在のた
めにも必要
であれば

ーーなぜな
ら、一つで
ないいかな
るものも有
るものでは
ないからー
ー

それはまた
実有よりも
先にあり、実
有を産み出
すものであ
るだろう

51�だからこそ、
それは<一なる
有>であり、<有
であって、しか
る後に一>であ
るのではない

52�なぜなら、<
有にして一>の
内には多が含ま
れるだろうが、
他方<一>の内
には有は含まれ
ていないから

53�一がそ
れの生成へ
傾くことによ
って、それを
作り出すの
でない限り
は

55�また、<
これ>も虚し
い（ことば）
ではない

55�なぜな
ら、存在し
現前する何
かを

ーーそれが
実体であろ
うと、その他
の何らかの
有るもので
あろうとーー

それの名称
に代わって、
指示すると
いう意味を
もつのだか
ら

57�したがって、<こ
れ>は何か虚しいも
のをあらわすのでは
ないし、何もないの
に理性が感じる印
象でもなくて、それ
に対応して存在す
る事物があるのだ

59�何らか
の事物の固
有の名称を
理性が言う
ばあいと同
様に
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1 関係を用
いて主張さ
れた説に対
しては、人
は次のよう
に答えれば
妥当であろ
う

1�すなわ
ち、<一>
は、他者が
何かをこう
むったため
に

ーーそれ自
身は何もこ
うむらない
のにーー

自己の本性を失って滅ぶと
いうようなものではなく、も
し一が一であることから逸
脱しようとするばあいには、
まずそれ自身が二つあるい
はそれ以上に分割されるこ
とによって、一の欠如した
状態にされねばならない

7�さてそこで、ある一つの物塊
が分割されて二つになっても、
物塊が滅びないとすれば、明ら
かに、<一>は基体とは別のも
のとして寄留するという仕方
で、その物塊内に存在したので
あり、そして物塊はそれ（一）
を、分割がそれを滅ぼした時に
喪失するわけである

8�さてそこで、同じ
ものに或る時には臨
在しており、或る時
には離れ去っている
ようなものを、どうし
てわれわれが有る
ものの内に列せしめ
ないであろうか

10�それが
どの辺りに
位置するか
はともかくと
して

11�そして、それ
（一）は、これら（基
体）に付帯している
のであるが、しかし
またそれ自体として
も存在する、とわれ
われは言うだろう

12�つまり、感覚
されるものの内
に現れるばあい
と直知されるも
のの内に現れる
ばあいとが、そ
うなのだ

12�すなわち、
より後のもの
（感覚界の事
物）には付帯
し、第一のもの
（直知界）の内
では独立に存在
するのだ

13�なぜならこ
の第一のもの
は、まず一であ
り、それから有
であるのだから

14�しかしもしだれか
が、「一つのものにして
も、他者がそれの所へ
やって来ると、（自身は）
何もこうむらないのに、
もはや一つではなくて、
二つになるだろう」と言
うとすれば、それは正し
い説ではないだろう

15 なぜ
なら、一
つのも
のが

ーーこれが、自
分に付加された
ものであるにせ
よ、付加された
ものであるにせ
よーー

二つになっ
たのではな
くて、それぞ
れは依然と
して一つの
ままである
のだから

17�つまり、<二
>は両者を合わ
せたものに述語
されるのであっ
て、個別的には
それぞれに一が
述語されるので
ある

18�それぞ
れはもとの
ままなのだ
から

19�だから、
<二つ>と<
二>にして
も、本性的
には何らの
関係でもな
いのだ

20�しかし、仮にも
し二がシュノドス（集
まり）によって生じる
のであれば、そして
この集まりの本質は
二を作り出すことに
ほかならないのであ
れば、そのような、

（集まりの）
関係が<二
つ>であり、
<二>である
ことだろう

22�実際にはし
かし、（集まりと
は）反対の状態
の内にも、やは
り二が観察され
るのである

22�というの
は、何かあ
る一つのも
のが引き裂
かれるなら
ば、二つが
生じるから
である

23�したがっ
て、<二つ>
は集まりで
も引き裂くこ
とでもない
から、関係
であるとは
言えない

25�同じ理
屈が、あら
ゆる数につ
いても当て
はまる

25�なぜなら、何かを産
み出すものが何らかの
関係であるばあいには、
それと反対の関係が同
じものを産み出して、し
かもこの事物が関係で
あるというようなことは
不可能だからである

27�では（数
の）本来の
原因は何な
のか

28�一つは一
の、二つは二の
臨在（バルーシ
アー）（『パイド
ン』100d）によ
って存在する
（と言うべきであ
る）

28�ちょうど
また、白いも
のは白さ
の、美しいも
のも美しさ
の、公正な
ものも公正
さのように

29�さもなければ、
これらを（それ自身
だけで）存在すると
考えてはならないの
であって、これらに
おいても関係を原
因とみなさねばなら
ないだろう

31�たとえば公正な
ものは或る事物に
対する或るしかじか
の関係によって、ま
た美しいものはわれ
われが或るふうに
動かされることによ
って生じる

ーーしかし対象それ自
身の内には、われわれ
をそのように動かす何
ものも存在しないし、そ
の美しく見えるものに、
その時新たに外から何
かが付け加わるわけで
もないーー

というふ
うにであ
る

35 さて、君が一つのも
のと呼ぶ何かを君が見
るばあいには、そのもの
は確かに大きくもあり、
美しくもあるし、またそ
の他無数のことをその
ものについて述べること
が可能であるだろう

36�さてそれでは、その
ものの内に<大きい>や
大きさや、さらに<甘い
><苦い>その他の諸性
質がるように、一もまた
（そのものの内に）どうし
て存在しないことがあろ
うか

39�なぜなら、どの
ような性質でもすべ
て諸有の内に存在
しうるのに、量は存
在できないとか、連
続量は存在しうるが
離散的な量は存在
しえない

ーーとはい
え連続量の
尺度として
は離散量が
用いられる
のだがーー

というような
ことはありえ
ないだろう
からである

41�だから、あたかも大きい
ものは大きさの臨在によっ
てあるように、同様に一つ
のものは一の臨在によっ
て、二つのものは二のそれ
によってあるのであり、その
他の数に関しても同様なの
である

43�しかし、どのよう
にして（事物が一や
二などに）あずかる
のかということは、
一般にすべてのイ
デアに関して問わ
れている分有の問
題に属する

44�だが、
言っておか
ねばならな
い

44�すなわち、内在
する十は離散的な
ものの内でと、連続
的なものの内でと、
一つに統合された
それだけ多くの力
の内でとでは、それ
ぞれ異なる様態で
見出される

46�そして、
十はすでに
直知される
世界に浮上
している

49�しかも、それは
そこではもはや他者
の内に観照される
のではなくて、それ
自身だけで独立し
て存在していて、真
実このうえない数で
あり、アウトデカス
（十自体）である

50�或る直
知されるも
のたちの十
ではなくて
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1 さて、以
上のことが
すでに説明
された後
で、もう一度
最初からわ
れわれは述
べることにし
よう

2�有るものの全体
ーーあの真実の有
るものーーは、オン
（有るもの）であり、
ヌース（英知）でも
あり、完全なゾーオ
ン（生きもの）でもあ
る

3�だからそ
れは、すべ
ての生きも
のが一緒に
なっている
ものなのだ

3�そして、それの一
を、ここのこの生き
もの、つまりこの世
界も、自分の力に適
った限りで模倣し
て、一つのものとな
っているのである

5�というの
は、感覚さ
れるものの
本性は

ーーそれが
感覚される
ものであろう
とした以上
はーー

かの所の一
にまでは到
達し得なか
ったのであ
る

7�さてそこ
で、それは、
一切の数で
なければな
らない

7�なぜなら、も
しそれが完全な
（全部の数）で
ないならば、そ
れは何らかの数
において欠けて
いるわけだから

8�また、もし生きも
ののすべての数が
それの内に含まれ
ていないとすれば、
それは「完全無欠な
生きもの」ではない
ことになるだろうか
ら

10�それゆえ数
は、すべての生
きものと完全無
欠な生きものよ
り前に存在して
いるのである

10�だから人間にして
も、その他の生きものに
してもそれらが（生きも
の）である以上、他方、
またかのものが完全無
欠な生きものである以
上、直知される世界に
あるわけだ

12�というのは、
ここの人間にし
ても、この世界
が一個の生きも
のである限りに
おいては、それ
の一部分なの
であるから

13�また、生
きもののそ
れぞれも、
生きもので
ある限りで、
かの所の生
きものの内
にあるのだ

14�そして英知の内
には、それが英知
である限り、一方に
おいて、それの部分
としてすべての個々
の英知があり、そし
てこれらにも数があ
るのだ

15 だから
数は、英知
の内におい
てすら、第
一位的にあ
るのではな
い

16�他方におい
て、英知の内に
含まれるものと
して、英知の活
動である限りの
すべてのものが
あるのだ

16�つまり、英知の
活動として、正義や
節度やその他の徳
や知識や、そのほ
か英知がそれらを
もつことによって真
に英知であるところ
のものも

19�だが、ど
うして知識
が他者の内
にあるという
ことにならな
いのか

20�いやそれは、知
る者と知られる対象
と知識とが一緒に
なっていて、同一の
ものであるからだ
（アリストテレス『魂
について』III4, 
430a 4-5）

20�その他
のものも同
様である

21�だからこそまた、こ
れらのそれぞれは第一
位的に存在するのであ
って、正義は（英知に）
付帯しているのではな
いが、しかし魂には魂
が魂である限りでは付
帯しているのである

22�なぜなら、これ
らはむしろ可能的に
あるにすぎず、魂が
英知のほうを向き、
英知と一緒になって
いる時にのみ、現実
的に存在するので
ある

24�さて、これ（英
知）の先にはすでに
有が位置していて、
そしてこれの内に数
が存在しているの
である

25�そして
有は、mこ
れ（数）に助
けられて諸
有を産む

25�つまり、
有が数に則
って動き、数
を諸有が成
立するため
の先導者と
することによ
ってである

26�それはちょ
うどまた、それ
自身の成立に
際しても、一が
先導して有自身
を第一者に結び
付けたのと同様
である

28�他方、
諸数はもは
やその他の
ものを第一
者に結び付
けはしない

29�なぜな
ら、有が（第
一者に）結
び付けられ
るだけで十
分なのだか
ら

30�そして、
有は数にな
って、諸有
を自己に結
べ付けるの
である

30�というの
は、有が分
裂するわけ
だが、ただ
し有が一で
ある限りに
おいてでは
ない

31�だが、有は自己
の本性にしたがって
分裂し、自己が欲し
ただけのものとな
り、自己が数に則っ
て産み出したもの
が幾つ生じたかを
認識した

33�つまり、
それ（有）の
内に数があ
ったわけだ

33�なぜな
ら、有は数
の諸力によ
って分裂し
て、その数
と同じだけ
のものを産
み出したの
だから

35�それゆ
え、諸有の
成立の「始
原にして源
泉」たるもの
は、第一位
の真実の数
である

35�だからこ
そ、ここで
も、それぞ
れのものの
生成は、数
の助けを借
りて行なわ
れるのだ

36�そして、何
かが別の数を
得るばあいに
は、それは別の
ものを産み出す
か、それとも何
も産出されない
かどちらかであ
る

38�そして、これ
らの数は、数え
られる数として
第一位の数で
あるが、その他
のものの内にあ
る数は、両方を
そなえている

39�つまり、一方、それ
らが前者から生じる限り
においては、それらは数
えられる数であるが、他
方、前者に則って他の
ものたちを測る限りで
は、数と数えられる対象
とを数える数でもある

41�というのも、
自分たちのもと
にある数による
以外に、何によ
って「十」と言う
だろうか
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1 ではこの、われわれ
が第一位の真実の数と
名づけるものを、「それ
を諸君はどこに置こう
と、つまり諸有のいかな
る類に入れようというの
か」とだれかが問うかも
知れない

4�「というのも、万人に思え
るところでは、数は量に入
るのだし、特に諸君自身も
また、先ほどの議論のなか
で、連続量と同様に離散量
をも有るものの内に入れる
べきだと主張した時に量に
言及したのである

 しかるに他方で
諸君はまた、こ
れらは第一位の
諸有の数であ
り、そしてこれら
のほかにさらに
別の数があると
も主張してい
る。

いったい諸君は
これらをどう調
整するのか、ど
うかわれわれに
言ってくれ給
え。

（われわれ
を）非常に
困惑させる
のだから。

というのは、
感覚領域の
内の一にし
ても、量的
な何かなの
か。

それとも繰
り返された
一は量であ
るが、一そ
れ自身は単
独には量の
始原であっ
て、量では
ないのか。

�また、始原
であるとす
れば、それ
は（量と）同
類のものな
のか、それ
ともそうでな
い別の何か
なのか。

以上のすべ
ての問題に
ついて、諸
君はわれわ
れに対して
明快に説明
してくれる
義務を負っ
ているのだ」

14�さてそれで
は、以上の問題
について、次の
点から出発して
答えなければな
らない

14�もし
君が

ーー最初に
感覚対象に
ついて論じ
なければな
らないがー
ー

もし君が或るものの
次に別のものを取り
あげて「二つ」と言う
ならば、たとえば犬
と人間とを、またふ
たりの人間を、ある
いはもっと多くの人
間を取りあげて、

それを「十」とか、
「十人の人間」とか
と呼ぶとすれば、こ
の数は実体ではな
く、感覚領域に存在
する実体ですらもな
くて、純然たる量で
ある

19�そして、君が
（十を）一つずつに
分割して、これらの
一をこの十の部分
とするならば、君が
作り出し提示したも
のは、量の始原にす
ぎない

20�なぜな
ら、十人のう
ちの一人
は、一それ
自体ではな
いから

22�他方し
かし、人間
自体を或る
数であると、
たとえば二

ーーすなわ
ち動物プラ
ス理性的ー
ー

であると君
が言うとす
れば、この
ばあいの言
い方は、も
はや単一な
ものではな
くて、

一方、君が数
え、たどって行く
限りでは、君は
或る量を作り出
すのだが、他方
しかしその対象
そのものが二つ
であり、

そのそれぞ
れが一つで
ある限りに
おいては

ーーもしそのそ
れぞれの一つ
が実体を構成
する要素であ
り、そしてそれ
ぞれの内に統
一性があるとす
ればーー

君が言って
いるのは別
種の数、つ
まり実体的
な数である
だろう

27�そして、この意味で
の二は、後のものでは
なく、またその事物の
外部から単に<幾つ>と
規定するだけでなくて、
実体に内在していて、
その事物の本性を締め
くくっているのである

30�なぜなら事
物はそれ自身
で存在している
のであるし、ま
た、数えられる
ことにおいて、
事物が構成され
るのでもないか
ら

32�なぜなら、
或る人間の次に
別の人間が数
えられることに
よって、何が実
体の内にもたら
されるだろうか

29�なぜなら、こ
のばあいには、
事物をたどって
進むことによっ
て、君が数を作
り出すわけでは
ない

33�というのは、合
唱隊に見られるよう
な或る種のヘナス
（一性）すらも生じな
いのであって、この
<十人の人間の組>
は、数える君の内で
存在をもつだけであ
る

34�否、君
が数える十
人の内に
は、

ーーこの十
人が、もとも
と一つのま
とまったもの
であるので
ない限りー
ー

十があると
も言われえ
ないであろ
う

36�むしろ、
君が数える
ことによって
十を作り出
すのであり、
そしてこの
十は量なの
である

37�他方、
合唱隊の内
には、何か
が君から独
立したもの
としてある
し、群代の
内にもある

38�だが、
君の内には
どうして（数
があるの
か）

37�それは、
まず一方で
は、数える
前に内在し
ている数
は、ちがった
ふうのもの
である

38�他方、外部
に、そして君の
内の数にならっ
て現れることか
ら成立する数
は、前者の活動
であるか、ある
いは前者に即し
た活動である

40�つまり、君が
数え、それと同
時に数を産み出
し、この活動に
おいて、或る量
を成立せしめる
のである

41�それは
ちょうど、君
が歩くことに
おいて、或
る運動を成
立せしめる
ようなもの
である

43�では、わ
れわれの内
のあの数
は、どのよう
な意味でち
がったふう
なものなの
か

43�それは、
われわれの
実体に属す
る数である

43�この実体は
ーー彼（プラト
ン）が言うように
ーー数と調和に
あずかってお
り、それ自身も
また数であり、
調和である

44�なぜな
ら、だれかも
言うように、
それは物体
でもなく大
きさでもな
いのだから

大きさ
と嵩は
別であ
るの
か？

45�とする
と、魂が実
体である以
上、魂は数
である

45�そこで、物体の
内の数は物体が実
体であるという意味
では実体であり、魂
の内の数は魂が実
体であるという意味
で実体である

48�そして、一般に
直知されるものにつ
いて、かの所の生き
ものがそれ自体で
多であるとすれば、
たとえば三であると
すれば、生きものの
内のこの三は実体
的である

49�他方、ま
だ生きもの
に属さない
三、つまり有
の内の一般
的な三は実
体の始原で
ある

51�だが、君が<生きもの>
と<美しいもの>とを数える
ならば、それぞれは一つで
あるが、（三つというこの）数
は、君自身がそれを君の内
に産み出すのであり、君の
活動の結果として、或る量
つまり二が生じるのである

53�けれど
も、君がもし
徳を四つだ
と言うならば

ーー事実、
徳は一種の
四である。
それの部分
が一つにま
とまったもの
であるから
ーー

そしてそれ
を四なる一
だと言うなら
ば、やはり君
が君の内の
四を（徳に）
あてはめて
いるわけで
ある
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1 では、い
わゆる無限
なる数は、
どうなるの
か

1�というの
も、以上の
論は、それ
に限界を設
けるわけだ
から

2�いや、そ
れで正しい
のだ、もしそ
れが数であ
ろうとするの
であれば

2�というの
は、無限は
数と矛盾す
るのだから

4�では、な
ぜ「数は無
限である」と
われわれは
言うのか

4�いったい
それは、無
限の線とわ
れわれが言
うのと同じよ
うな意味だ
ろうか

5�つまり、わ
れわれが線
を無限だと
言うのは、
そのような
線が存在す
るからでは
なくて、最
長の線

ーーたとえ
ば全宇宙の
それーー

よりも。もっ
と長い線を
考えること
ができるか
らであるが、
数のばあい
も同様なの
だろうか

8�というの
は、数がど
れだけある
のかが分れ
ば、思考上
でそれを二
倍にするこ
とが可能だ
から

9�ただし、こ
れをあれに
あてはめる
のではない
が

10�なぜなら君
は、単に君だけ
の内にある観念
や表象を、実在
するものにどの
ようにして結合
しうるだろうか

12�いやそ
れとも、直
知される領
域には、無
限の線があ
るのだとわ
れわれは言
うべきだろう
か

12�なぜなら、かの
所での線が或る量
のものであることに
なるだろうが、他
方、それが或る数
で規定された或る
量のものでないなら
ば、それは無限であ
るだろうから

13�それと
も、この無
限は、ちが
った意味の
ものなのだ
ろうか

13�<行き尽
くせない>と
いう意味で
はなくて

14�で
は、どう
いう意味
でそれ
は無限
なのか

15�それは、<
線自体>のロゴ
ス、（定義）の内
には、<ペラス
（限界）>の観念
が含まれていな
いということだ

16�しか
し、かの
所での
線は何
であり、
どこにあ
るのか

17�線は
数よりも
後のも
のであ
る

17�なぜ
なら、線
の内に
すでに
一が見
られるか
らだ

17�とい
うのも、
線は一
から出
て、一方
向へ延
びるから
だ

18�だがか
の線は、こ
の延びに量
的な限定を
受けていな
いのだ

18�しか
し、この
もの（線
自体）は
どこにあ
るのか

18�いわば
定義的な思
考の内にの
みあるのか

20�いや、そ
れはプラー
グマ（事物）
でもあるの
だ

20�ただ
し直知
する事
物であ
る

20�というのは、
（かの所では）
すべてのもの
が、直知するも
のでもあり、或
る意味で事物で
もあるという仕
方で存在するの
だから

22�だが、その
うえにまた、面と
立体とすべての
図形について
も、それらがど
こにどのようにし
て存在するのか
を問わねばなら
ない

23�なぜなら、
無論図形はわ
れわれの思考
の内にのみある
のではないのだ
から

24�そのことは、わ
れわれ以前に存在
していたこの世界の
形や、自然によって
存在するものたちに
見られる自然的で
ある限りのすべての
形態が証言してい
る

25�これらの形は、
諸物体より先に、か
の所に、形を付与さ
れたものとしてでは
なく、第一位の形と
して存在しているこ
とが必然である

27�といのは、それ
らは他者の内にある
形態ではなくて、そ
れらがそれら自身
の（形）であり、（他
者によって）引き延
ばされることを必要
としないからである

28�引き延
ばされた形
は、他者で
あるから

29�だから有の
内では形は常に
一つであるが、
生きものにおい
て、あるいは生
きものより先に
分化したのであ
る

30�私が「分化した」という
意味は、あの形が大きさを
与えられたということではな
くて、生きものが分けられた
のに応じて、それぞれがそ
れぞれに分ち与えられた、
そしてまたかの所の諸物体
にも、たとえば

ーー君によ
ろしければ
ーー

火には、か
の所の正四
面体が（割り
当てられた）
ということで
ある

32�だから、この
ものも（かの所
の火を）真似よ
うとするのだ
が、素材が原因
となって成功で
きないのである

33�その他にし
ても同様である
ことはこの世界
の事物について
説かれている通
りである

34�では、そ
れらは、生き
ものである
限りの生き
ものの内に
あるのか

35�いや、も
っと先に、英
知の内にあ
るのだ

35�無論そ
れらは生き
ものの内に
もある

35�だから、もし一方、仮に
生きものが英知を包括する
ものであったならば、諸図
形は第一位的に生きものの
内にあったことだろうが、他
方もし英知のほうが序列が
上であれば、諸図形はより
先に英知の内にあるだろう

37�ところで、完
全無欠の生きも
のの内には、
諸々の魂も存在
するとすれば、
英知が先のもの
であるはずだ

39�しかし、「英
知は英知が見
る限りのすべて
のものを完全無
欠の生きものの
内に見る（『ティ
マイオス』31b, 
39e）」と言って
いる

40 とする
と、英知が
見るのであ
れば、英知
は後のもの
であろう

41�いや、こ
の「見る」
は、見ること
において存
在が実現す
るという意
味で言われ
ていることも
可能である

42�なぜな
ら、英知は
（対象と）別
のものでは
なくて、すべ
てのものが
一つである
のだから

44�そして、
直知作用は
純粋な球
（領域）を包
括し、他方
生きものだ
けの球をっ
もつのであ
る
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1 いやしか
し、数はか
の所では限
定されてい
るのだ

1�だがわれ
われは、差
し出された
どんな数よ
りも多い数
をいつでも
考えること
ができよう

2�そしてこ
のようにして
無限は存在
するのであ
る

3�つまり、わ
れわれが数
えることによ
ってである

3�他方、か
の所では思
念された数
よりも多い
数を思念す
ることはでき
ない

4�なぜな
ら、すでに存
在している
からである

4�そして、何らかの
数がかつて欠けた
ことも、いつか欠け
るであろうこともな
く、したがって何ら
かの数がそれに付
加されることはでき
ないのである

7�ただし、
かの所で
も、数は測ら
れていない
という意味
では無限で
あるだろう

7�なぜな
ら、何者によ
って（測られ
るだろうか）

7�否、現に
ある数がす
べての数で
ある

7�というのは、すべての
数が一つであり、一緒
にあり、したがってまた
全体であって、どのよう
な限界によっても取り囲
まれておらず、それ自
身によって現にあるもの
であるのだから

9�なぜなら、一
般に、有るもの
は、いかなるも
のも限界に囲ま
れてはいない

10�限界で仕切
られ、測られて
いるものは、無
限へ向かって走
り去ることを妨
げられたもの、
尺度を必要とす
るものなのであ
る

11�ところ
が、あのも
のたち（真に
有るもの）
は、すべて
尺度である

12�だからこ
そまた、あ
のものたち
はすべて美
しいのであ
る

13�なぜなら、あのもの
たちは最良の生命をも
っているので、生きもの
である限りにおいて美し
いのであって、いかなる
意味での生命にも欠け
ていないし、死と混じり
合うような生命をもって
いるのでもない

14�なぜな
ら、何ものも
死ぬべきも
のでなく、
死につつあ
るものでも
ないのだか
ら

15�また、あの生き
もの自体の生命
は、無気力なもので
はなくて、第一位の
最も歴然たる生命
で、第一位の光の
ように燦然たる<生
きる>ということをも
つ

17�この生命に
よって、魂たち
はかの所で生き
るのだし、また
この世界へ来る
時も、それを携
えるのである

18�そしてま
た、あの生きも
の自体は、自分
が何のために、
何をめざして生
きているかを、
何から出て生き
手いるかをわき
まえている

19�というのも、
かのものがそれ
から生まれて生
きているもの
が、それへ向か
って生きている
ものでもあるの
だ

20�そして、すべてのものに
ついての知見と、英知の全
体が、上に臨んでおり、とも
にあり、一緒にあって、それ
を彩って、より善いものに仕
上げ、知見を混ぜ合わせる
ことによって、それの美しさ
をより荘厳なものとしている

24�というのは、
この世界でも知
見に基づく生
は、威厳のある
真実に美しいも
のである

24�もっとも
これはぼん
やりと見られ
るだけであ
るけれども

25�他方、
かの所で
は、英知的
な生が純粋
に（はっきり
と）、見られ
る

この説を読
んだ者は、
ぼんやり
と、ではな
く明瞭に見
たいという
欲求が生
まれるであ
ろう

26�なぜなら、それはそ
れを見る者に視力を与
え、より多く生きるため
の力、より力強く生きる
ことによってそれを見る
ための、そして自己が
見ているものとなるた
めの力を与えるのであ
る

27�というのも、ここではまなざ
しは、しばしば生命のないもの
へ向けられているのだし、また
生きものへ向けられる時でも、
駆られの生きていない部分（肉
体）が前面を覆っており、しかも
また内部の生命も混じり合って
いる

29�他方かの所
では、すべての
ものが生きもの
であり、全体が
純粋に生きてい
る

30�そして、君が何
かを取り上げてこれ
は生きていないと考
えても、このものも
また、直ちにそれ自
身の内部から、きら
きらと輝く生命を放
射するのである

33�またもし
君が、かの
所のものた
ちの間を貫
通している
実有を

ーーいかなる変
化をこうむること
のない不動の生
命をそれらに提
供する実有をー
ー

さらにまた知見とそ
れらの内の知恵と
知識を観照するな
らば、君はこの下方
の本性の全体を、
有るという見せかけ
のゆえに笑うことだ
ろう

36�なぜなら、こ
れから発した生
命はとどまって
おり、英知もとど
まっており、諸
有も永遠の内に
静止しているの
だから

37�何ものも（有
から）外へ流失
しないし、何か
がそれを変容せ
しめたり、脇へ
動かしたりする
こともない

37�なぜなら、
それの後に、そ
れに接触するで
あろうような何
らかの有はもは
や存在しないか
らである

38�また仮にも
し何かが（それ
の後に）存在す
るならば、この
ものはそれによ
って存在するは
ずであろう

39�またもし何
かそれに対立す
るものがあると
しても、それは
この対立者から
さえも何もこう
むらないだろう

40�だが、それ
はそれ自身が
有であるから、
これを有として
作りはしないで
あろう

41�むしろ、そ
れの前の別の、
共通する（上位
の）ものである
だろう

42�そしてこ
のばあいに
は、そのも
のこそが有
であるだろ
う

42�したがって、
この意味では、
有は一つである
と言ったパルメ
ニデスは正しい
わけである

43�そして、そ
れ（有）が（他者
から何も）こうむ
らないのは、他
者が存在しない
からではなく
て、それが有だ
からである

44�なぜなら、
ただこのものに
のみ、<自分自
身によって有る
>ことができる
のだから

44�だから、このものか
ら人が有を取り去ること
が、あるいはまた他の
何らかのものを、つまり
有に現実に属する限り
のすべてのものや、有
に由来する限りのすべ
てのものを取り去ること
が、どうしてできようか

46�というのも、それが
存在する限り、それは
他のものに<有る>を供
給するのだし、しかもま
たそれは常に存在する
ので、したがってあのも
のたち（有に依存するも
の）も（存在する）

49�そして、それが力と
美しさにおいて偉大な
ことは非常なもので、魅
惑し、すべてのものが
それに依存し、それの
痕跡をそれから得て歓
喜し、それの背後に善
を求めるほどである

50�というのは、わ
れわれの側から見
ると、<エイナイ（有
る）>はかのものの
前方に位置するの
だから

51�だからまた、この全
宇宙も、有るために生
きることと知見をもつこ
とを求めるのであり、ま
たすべての魂とすべて
の英知も、自己がそれ
であるところのものであ
るところのもので有るこ
とを求める

53�他方、<有
る>はそれ自身
だけで満ち足り
ているのである


